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過疎集落研究会の設置について 

 

 

１．趣 旨 

   我が国の過疎地域においては、歴史的に地縁的な集落が形成されており、これま

では、住民が、集落単位で、生活扶助機能、生産補完機能、資源管理機能といった

集落機能を発揮し、これを通じて、国土の保全や自然環境の保全、良好な景観の

形成、文化の伝承等の多面的機能を果たしてきた。 

   しかしながら、過疎地域のなかでも中山間地域等の条件不利の度合いが高い地

域において、人口減少、高齢化の進行に伴い、集落の小規模化、高齢化が進行し、

この集落機能の維持が困難になった集落が相当数出現している。 

   また今後は、我が国全体で人口減少が一層進行することが見通されていることか

ら、こうした集落が増加し、その所在地も山間地から中間地、平地へと広がることが

懸念される。その結果として、国民の生活の安定が脅かされる恐れが高まるととも

に、森林・農地等の資源が適切に管理・活用されない土地が拡大することとなる。 

   集落機能の維持については、一義的には将来の集落機能に関する住民の判断

が重要であるが、このような全国的な状況を踏まえ、国としても、住民生活の安定の

ために講ずべき施策について、また、中期的な視点から、こうした集落を含む中山間

地域等の資源の有効活用、ひいては持続可能な地域経済を実現するための新しい

ビジネスモデルの創出について検討し、地方自治体とともに対応していく必要があ

る。 

そこで、本研究会を国土交通省に設置し、これら検討課題について多面的な議論

を展開いただき、政策提言を得ることとする。 
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３．開催スケジュール 

来春に中間的にとりまとめることとし、それまでに４，５回程度の開催を予定。 

  

当面の研究会の予定 

第１回 １２月５日（金）15 時～17 時 研究会趣旨説明等 

第２回 日時未定 過疎集落の生活の安定のために当面講ずべき施策について 

第３回 日時未定 中期的な視点に立って過疎集落を含む中山間地域等の経済発

展の可能性について          

   

４．議事の公開 

会議は公開で、カメラ撮りは冒頭のみとする。配付資料については、原則公開と

するが、個別集落や個人情報等にかかるものについては非公開とする。会議後に、

議事概要を公表する。 

 

 


